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難
し
い
時
代
の
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成

米沢市立病院と三友堂病院
医療連携法人設立

2023年両病院隣接
同時開院へ

人生100年時代へ
地域医療の充実

　

米
沢
支
部　

副
支
部
長

　

米
沢
有
為
会
は
創
立
百
三
十
年
を
迎
え
、

先
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
貴
重
な
育
英
事
業

に
つ
い
て
、
時
代
の
変
化
を
受
け
て
活
動
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
女
子
学
生
も
興
譲

館
寮
利
用
対
象
に
含
め
る
こ
と
や
育
英
資
金

の
一
部
返
済
免
除
な
ど
の
検
討
を
図
り
、
ま

た
、
置
賜
地
域
の
人
口
減
少
や
少
子
化
に
対

応
し
て
、
地
域
振
興
事
業
に
つ
い
て
も
地
元

高
校
生
に
直
接
働
き
か
け
て
、
小
論
文
コ
ン

テ
ス
ト
や
若
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
大
変
好
評
で
あ
り
、会
員
、

地
区
高
等
学
校
は
じ
め
地
元
関
係
先
の
ご
支

援
、
そ
し
て
米
沢
支
部
役
員
の
多
大
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
賜
で
す
。
今
後
に
向
け
て

の
有
為
会
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
背

景
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
二
つ
の
心

配
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
数
年
前
か
ら

２
０
２
０
東
京
五
輪
ま
で
比
較
的
順
当
な
経

済
が
続
く
も
の
の
、
２
０
２
０
年
以
降
は
、

少
子
高
齢
化
や
不
動
産
不
況
、
そ
し
て
中
長

期
に
わ
た
っ
て
財
政
問
題
の
影
響
が
深
刻
化

す
る
と
心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

方
行
政
も
地
方
交
付
金
や
国
政
の
枠
組
み
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
感
覚
か
ら
抜
け
出

せ
ず
問
題
が
深
刻
化
し
、
地
方
は
大
変
厳
し

い
状
況
を
迎
え
る
と
い
う
心
配
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
経
済
成
長
時
代
に
は
若
者

種た
な

村む
ら

信し
ん

次じ

　公益社団法人米沢有為会米沢支部の理事・諮問
委員合同会議、第２回置賜地区高校生小論文コン
テスト表彰式、講演会と交流芋煮会が、10月26
日(土)午後２時から東京第一ホテル米沢で開催さ
れました。
　表彰式では、10名の受賞者のうち出席した８名に、大滝則忠会長から賞状と副賞
が授与され、講評が述べられました（詳細は会誌第69号）。
　講演会は、講師に米沢市病院事業管理者の渡邊孝男氏を迎え、「米沢市の地域医療
の将来展望～三友堂病院との連携、2023年新病院開院予定～」と題して、米沢市
立病院60年の歴史から医療方針と実績、置賜における医療の現状と課題、両病院の
機能分化（市立病院：急性期機能、三友堂：回復期機能・在宅医療）と連携強化、
2023年（秋頃）の両新病院同時完成・開院、地域医療の担い手としての市立病院の
将来展望などについてお話いただきました。
　渡邊孝男氏は茨城県出身で、昭和49年東北大学医学部卒業。日本脳神経外科学会
専門医、医学博士。昭和57年米沢市立病院脳神経外科医長。平成５年同第二診療部長。
平成７～ 25年参議院議員（３期）。平成25年市立病院長。平成28年より現職。

た
ち
が
東
京
な
ど
大
都
市
へ
流
れ
て
も
地
域

産
業
は
維
持
さ
れ
、
安
定
し
た
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
が
続
く
中
で

は
、
国
内
経
済
が
脱
皮
し
国
際
経
済
市
場
の

中
で
発
展
し
な
い
限
り
、
財
政
と
人
口
両
面

か
ら
、
大
変
な
窮
状
に
陥
っ
て
行
く
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
心
配
で
す
。

　

こ
の
二
つ
は
共
に
極
め
て
難
し
い
課
題
で

す
が
、
本
来
な
ら
地
域
で
こ
れ
を
緩
や
か
に

調
整
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
す
。

心
配
な
こ
と
は
こ
れ
を
政
治
が
や
る
こ
と
と

考
え
、
市
民
が
流
れ
に
任
せ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
経
済
や
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

行
動
を
変
え
、
改
革
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
政
治
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
テ
ー
マ
の
「
難

し
い
時
代
の
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
」
は

極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
米
沢
有
為

会
の
役
割
も
ま
た
大
変
重
要
で
す
。
若
人

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
こ
の

よ
う
な
考
え
を
基
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
有
為
会
で
は
、
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

は
継
続
し
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
若
人

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
探
究
型
教
育
成
果
発
表
の
機

会
と
合
わ
せ
て
、
地
元
高
校
と
連
携
し
、
何

と
か
継
続
し
た
い
も
の
で
す
。
会
員
皆
様
の

お
知
恵
と
ご
協
力
を
是
非
お
借
り
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
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「
オ
ー
ル
な
が
い
産
業
博

　
　

  
２
０
１
９
」
を
開
催

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

　

当
長
井
商
工
会
議
所
（
当
所
）
は
、
商

工
会
議
所
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
で
、
昭
和

50
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
所

で
は
商
工
業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
、
大

企
業
も
小
企
業
も
み
ん
な
力
を
合
わ
せ

て
、
ま
ち
を
住
み
よ
く
、
働
き
や
す
く

し
よ
う
と
す
る
目
的
の
下
に
活
動
・
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
所
事
業
の
一
つ
が
「
オ
ー

ル
な
が
い
産
業
博
２
０
１
９
」で
あ
り
、

各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
産

業
博
は
会
員
事

業
所
が
一
堂
に

会
し
出
展
（
出

店
）
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
の
魅

力
発
信
と
長
井

の
産
業
を
広
く

周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
博
覧
会

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
19
日
、
タ
ス
ビ
ル
と

道
の
駅
・
川
の
み
な
と
長
井
を
会
場

に
、
６
９
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
出
展
（
出
店
）
事
業
所

数
は
24
事
業
所
で
、
製
品
・
商
品
や
ポ

ス
タ
ー
、
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
自
社
を

Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
地
場

の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

当
所
会
員
は
５
８
９
事
業
所
に
所
属

し
、
業
種
ご
と
に
６
つ
の
部
会
に
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。「
オ
ー

ル
な
が
い
産
業
博
２
０
１
９
」
で
は
、

個
別
の
出
展
の
他
に
部
会
ご
と
の
催
し

も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
工
業
部
会
で
は

２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
体
験
、
商

業
部
会
で
は
市
内
餅
店
の
協
力
の
下
、

つ
き
た
て
餅
ふ
る
ま
い
、
建
設
部
会
で

は
ミ
ニ
住
宅
セ
ッ
ト
の
棟
を
上
げ
、
模

擬
建
前
を
実
施
し
て
ち
び
っ
こ
が
餅
ま

き
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
活
衛
生
・
観

光
部
会
で
は
、
長
井
の
名
所
の
一
つ

氏
　
　
名

会
員
区
分

後

藤　
　

仁

個
人
賛
助
会
員

佐

藤

紀

孝

個
人
賛
助
会
員

酒

井

龍

太

個
人
賛
助
会
員

飯　

塚　

ま
つ
子

個
人
賛
助
会
員

倉

嶋　
　

尚

個
人
賛
助
会
員

栗

原

裕

俊

個
人
賛
助
会
員

石

田　
　

充

個
人
賛
助
会
員

佐

藤　
　

正

個
人
賛
助
会
員

柴

﨑　
　

浩

個
人
賛
助
会
員

平

塚

志

信

個
人
賛
助
会
員

地

主　
　

好

個
人
賛
助
会
員

佐

藤　
　

若

個
人
賛
助
会
員

佐

藤

敬

一

個
人
賛
助
会
員

佐

藤

清

一

正
会
員

矢
尾
板　

泰　

子

正
会
員

中

川

宏

生

正
会
員

岡

田

昌

彦

個
人
賛
助
会
員

安

部

徳

朗

個
人
賛
助
会
員

渡

部

晃

央

個
人
賛
助
会
員

佐

藤

洋

三

個
人
賛
助
会
員

窪

田

俊

昭

個
人
賛
助
会
員

大

橋

茂

人

個
人
賛
助
会
員

花

輪　
　

実

個
人
賛
助
会
員

原　
　

岩

男

個
人
賛
助
会
員

㈲
東
北
デ
ー
タ
通
信
機

法
人
賛
助
会
員

に
挙
げ
ら
れ
る
三
階
不
動
滝
参
拝
ツ

ア
ー
、
金
融
・
保
険
部
会
で
は
お
金
の

体
験
広
場
と
し
て
、
貯
金
箱
作
り
を
開

催
、情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局
で
あ
る
お
ら
ん

だ
ラ
ジ
オ
の
協
力
を
得
て
、
公
開
生
放

送
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

ラ
イ
ブ
な
ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
共
催

団
体
で
あ
る

西
置
賜
産
業

会
企
画
の

「
コ
マ
回
し

体
験
・
対
決

ト
ー
ナ
メ
ン

ト
」、
ド
ラ

イ
ブ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体

験
、
害
獣
撃

退
装
置
の
展

示
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
彩
な
催
し
物
で

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
産
業
博
で
は
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
」
を

広
く
周
知
し
よ
う
と
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
体
験
」
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
。Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
ゆ
う
ち
ょ
ペ
イ
、

や
ま
ぎ
ん
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
ス
マ

ホ
決
済
や
電
子
マ
ネ
ー
の
使
い
方
に

つ
い
て
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

本
産
業
博
は
市
内
外
に
当
地
域
の

魅
力
や
産
業
力
を
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
と
考
え
、
次
年
度
も
趣
向
を
凝

ら
し
た
産
業
博
を
企
画
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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リ
レ
ー
随
想 

⑳

～  活躍する会員紹介  ～ ㉒

興
譲
館
寮
よ
永
遠
な
れ
　

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
米
沢
市
丸
の
内

で
米
沢
牛
と
加
工
肉
の
店
を
営
ん
で
お
り

ま
す
佐
藤
知
由
と
申
し
ま
す
。
私
が
米
沢

有
為
会
と
い
う
存
在
を
知
っ
た
の
は
高
校

を
卒
業
し
て
、
１
年
間
の
苦
労
の
末
、
東

京
で
の
新
生
活
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い

た
昭
和
60
年
の
２
月
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
目
に
す
る
機
会
は

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
気
に
も
留

め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
で
一
人
暮

ら
し
を
始
め
る
に
当
た
り
、
両
親
に
金
銭

面
で
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
か
け
な
い
よ

う
に
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
昭
和
60
年
４
月
に
東
京
興
譲
館
に
入

寮
し
ま
し
た
。
以
来
、
入
寮
時
の
仲
間
、

後
輩
諸
君
、
先
輩
の
方
々
と
今
で
も
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
日

も
東
京
で
当
時
の
仲
間
と
新
年
会
を
行

い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
30
年
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
当
時
寮

祭
に
招
待
し
た
友
人
ら
と
つ
な
が
る
こ
と

高畠町教育委員会　教育長

株
式
会
社
紀
伊
國
屋 

代
表
取
締
役

さん丸　山　信　也

佐
　
藤
　
知
　
由

も
で
き
、大
変
懐
か
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
東
京
興
譲
館
寮
の
昨
年
の
入
寮

希
望
者
が
０
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
い
、
大

変
驚
き
ま
し
た
。
実
は
私
の
次
男
も
昨
年

か
ら
東
京
の
大
学
に
入
学
し
、
一
人
暮
ら

し
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
彼
に
も
興
譲

館
寮
を
薦
め
た
の
で
す
が
、
大
学
に
近
い

方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
選
択
肢
か
ら
外

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寮
生
活
で
学
ぶ
こ

と
は
多
く
、
自
治
寮
な
ら
で
は
の
経
営
感

覚
や
年
代
を
超
え
た
人
と
の
つ
な
が
り
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
人
で
も
多

く
の
人
に
入
寮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
関
西
で
し
ば
ら
く
働
き

ま
し
た
の
で
、
有
為
会
と
は
疎
遠
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
米
沢
に
戻
り
、
先
輩
方

か
ら
の
お
誘
い
も
あ
り
賛
助
会
員
と
し
て

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

年
に
数
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
先

輩
方
と
交
流
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
ら
の
努
力
し
活

躍
す
る
様
子
を
近
く
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

米
沢
有
為
会
並
び
に
興
譲
館
寮
が
永
続

Ｑ１．高畠町の学校教育の特色についてお聞かせくだ
さい。

Ａ１．本町では十数年来「強い選手である前に、りっ
ぱな選手であれ」の合言葉を校内外での学習活動
や体育活動等での目標にしています。人としての
あり方・生き方の基本となる何事にも、真面目に
ひた向きに努力することは、いつの時代にも尊ば
れる価値であり、高畠の子ども達の芯を貫くもの
であってほしいと願っています。現在小・中学校
とも充実した教育活動が展開され、「高畠町幼・小・
中連携『めざす子ども像』」を掲げ、地域・学校・
保護者（ＰＴＡ）が一体となって取り組み、現在
は、「挨拶・読書・手伝い」に力を入れています。

Ｑ２．平成28年度開校した「新生高畠中」の状況を
お聞かせください。

Ａ２．わが町の未来を担う中学生のために、最適な教
育環境を整備したいという願いのもと、今後の出
生数も考慮し、町内４つの中学校を１校に統合
し４年目を迎えました。新設校は、全天候型の

400ｍ陸上トラックや人工芝のグラ
ンド、テニスコートも整備しました。
「耕・結・愛」を教育理念として文武
両道の精神、切磋琢磨し自らを高め
る生徒、命を大切にする誇り高い人
間性を育む教育に、教職員はもとよ
り、地域、保護者一体となって頑張っ

ています。生徒達は、すばらしい教育環境のもとで、
たくましく成長し、大きな成果をあげています。

Ｑ３．今後の教育行政の課題と抱負についてお聞かせ
ください。

Ａ３．現在、急激に少子化が進んでおり、学校教育の
適正規模適正配置等基本計画の策定が今後の課題
となります。学校が本来果たすべき役割である子
ども達の教育を最優先に考え、「ふるさとを愛し
志高い子どもを育てる」ため、地域の理解を得な
がらしっかりと考えていきたいと思います。また、
崇高な教育活動に思う存分取り組むための教職員
の働き方改革についても対策を講じていきたいと
思います。

　　　本町は、童話作家「浜田広介」の生誕の地であ
り、命を大切にし、深い思いやりの心がみなぎる
町を標榜しています。

ありがとうございました。今後ますますのご活躍を
ご期待申し上げます。

し
て
発
展
す
る

こ
と
を
祈
念
し

て
、
随
感
と
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　



「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮
資　　　格 大学、短大、専門学校及び大学院の在学生、又は入学予定者（男子のみ）

寮費（月額）
 48,000円

朝夕2食付光熱費含む
（日曜日・祝日は除く）

入寮費38,000円（初年度のみ）

夏季(4～ 11月)42,000円程度
冬季(12 ～ 3月)44,000円程度

朝夕2食付光熱費含む
（日曜日・祝日は除く）

募 集 人 員
予約募集　4名程度

（大学合格前に予約内定する者）
通常募集　4名程度

（大学合格後に入寮決定者）

予約募集　2名程度
（大学合格前に予約内定する者）

通常募集　3名程度
（大学合格後に入寮決定者）

面 接 日
〇予約募集　3月１日（米沢）
〇通常募集
　1月12日（東京）  3月１日（米沢）
　3月10日（米沢）  3月21日（東京）

〇予約募集　3月１日（米沢）
〇通常募集
　1月12日（仙台）  3月１日（米沢）
　3月10日（米沢）  3月23日（仙台）

面 接 場 所 （米沢）は置賜総合文化センター、（東京）は「東京興譲館」寮、（仙台）は
「仙台興譲館」寮です。

これだけ便利・これだけ安い・これだけ快適! !

－今回は大学合格前に予約内定する予約募集も行います。－
◎「東京興譲館」寮は新宿駅から約40分。「仙台興譲館」寮は市街地まで約3㎞。
◎居室は「東京興譲館」寮、「仙台興譲館」寮ともすべて個室です。
◎企業の採用担当者は寮生活経験者を評価しており、好印象を持っておられます。
　（寮生活で協調性やコミュニケーション能力が身についているから。）
●アパートで生活する場合
　東京（郊外）で5.5万円～ 6.5万円。他に食費、光熱水費などを含め仕送り額が
10万円程度になることも。
　仙台では4万円～ 5万円。他に食費、光熱水費などを含め仕送り額が8～ 9万円。

米沢有為会育英事業の 寮  生  募  集

－ 4－

令和２年２月15日 第　40　号
米沢有為会米沢支部だより

編 集 後 記

米
沢
有
為
会
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

★
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
全
国
的
に
記
録
的

な
暖
冬
の
中
、
本
会
創
立
１
３
０
周
年
記
念
行

事
の
最
後
を
飾
る
「
地
域
未
来
を
拓
く
若
人

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
置
賜
」
が
１
月
11
日
㈯
、
米
沢

市
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
急
激

な
人
口
減
少
が
進
行
す
る
中
、こ
の
行
事
に
は
、

「
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
次
い
で
、

こ
の
地
で
将
来
を
生
き
よ
う
と
す
る
若
人
へ
の

　

弊
社
は
今
年
で
創
業
１
７
１
年
を
迎
え

た
食
品
製
造
業
で
、「
鯉
の
宮
坂
」
と
し

て
鯉
料
理
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
14
年
に
全
国
で
発
生
し

た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
の
風
評
被
害

が
甚
大
で
、
こ
れ
を
機
に
平
成
16
年
に
は

「
タ
ス
ク
フ
ー
ズ
」
と
商
号
を
変
更
し
、

米
沢
牛
を
は
じ
め
と
す
る
山
形
県
産
の
食

肉
加
工
製
品
の
製
造
販
売
事
業
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
く
の
ゼ
ロ
か

ら
始
め
た
食
肉
加
工
部
門
で
す
が
、
３
年

前
か
ら
鯉
製
品
の
シ
ェ
ア
を
超
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
新
事
業
に

参
入
し
成
果
を
残
せ
た
の
は
、
弊
社
の
コ

ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
と
も
い
う
べ
き
「
老
舗

の
煮
炊
き
の
技
」、「
無
添
加
と
厳
選
素
材
、

手
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
」、「
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
商
品
開
発
力
」
に
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
29
年
に
は
、翌
年
４
月
オ
ー

プ
ン
す
る「
道
の
駅
米
沢
」に
お
け
る
ラ
ー

メ
ン
店
と
蕎
麦
店
の
２
ブ
ー
ス
の
運
営
を

打
診
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
手
を
上
げ
た
お

店
が
１
店
も
な
か
っ
た
た
め
、
弊
社
が
受

託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ラ
ー
メ

㈱
タ
ス
ク
フ
ー
ズ

　

代
表
取
締
役

宮み
や

　
坂さ
か

　
　
　
宏
ひ
ろ
し

ン
や
蕎
麦
を
つ
く
る
に
は
全
く
の
ど
素
人

集
団
で
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
伝
統
的
な
米
沢
ラ
ー
メ
ン

と
つ
な
ぎ
無
し
の
十
割
蕎
麦
を
、
そ
れ
ぞ

れ
本
格
的
な
専
門
店
の
味
で
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、

ラ
ー
メ
ン
系
は
年
間
10
万
食
を
提
供
し
、

蕎
麦
も
本
店
は
ど
こ
な
の
か
と
尋
ね
ら
れ

る
よ
う
な
人
気
店
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
至
る
ま
で
苦
労
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
米
沢
有
為
会
で
は
、
息
子
２
人

が
仙
台
と
東
京
興
譲
館
で
大
変
お
世
話
に

な
り
、
親
子
共
々
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
私
は
米
沢
支
部
役
員
の
末
席

を
汚
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
名
前
だ

け
の
役
員
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
ご
恩

返
し
の
意
味
も
含
め
て
、
本
会
の
活
動
目

的
の
一
つ
で
あ
る
郷
土
の
産
業
振
興
へ
寄

与
で
き
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

熱
い
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
４
５
０

名
の
参
加
者
は
、
若
人
と
高
校
生
５
名
に
よ
る

地
域
の
活
力
あ
る
未
来
を
目
指
す
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
６
高
校
代
表
の
探
求
型
学

習
成
果
発
表
会
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、ナ
セ
Ｂ
Ａ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、

９
日
間
に
わ
た
っ
て
13
高
校
と
３
中
学
校
の
特

色
あ
る
展
示
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
（
手
）

詳しくはホームページをご覧ください。 米沢有為会　 検索

置賜地域3市 5町の在住者・出身者のお子さんを対象に募集しています。


